
c. 首都圏での中小地震と大地震の
発生過程の関係の解明

東京大学地震研究所

（課題代表 佐竹健治）

関東の太平洋沖で進行している平成２３

年東北地方太平洋沖地震の余効滑り等
により活発化した中小地震を含めた最近
の中小地震の震源の決定、類型化を図
る。また、古地震・古津波記録すなわち
計器観測記録、歴史資料、津波堆積物
等の記録を収集し、分析することで、南
関東で過去に発生した大地震の地震像
を明らかにし、新たな時系列モデルを構
築する。これらをもとに中小地震と大地
震の発生過程の関係を解明する。
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平成26年度業務計画

 前年度に引き続き、課題(1)aと連携して最近の中小地震の震
源・発震機構解の決定を行う。

 収集された計器観測記録・震度データに基づき、南関東にお
いて1885年以降に発生した大地震の震源や発震機構解の推
定、類型化を実施する。

 南関東で過去に発生した大地震に関する古地震記録の収集
ならびにデジタルデータ化（校正・校訂作業）を継続する。これ
に基づき1703年元禄関東地震、1855年安政江戸地震等の歴
史地震の地震像を検討する。

 前年度に引き続き、津波堆積物や離水段丘面等の地形・地
質学的調査、液状化痕や歴史資料の再検討に基づき、関東
地震の履歴解明を進める。

 業務の円滑な遂行ならびに他課題との連携のため、検討会
を開催する。
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 MeSO‐net検測値の提供を1(a)から受けて，
初動による発震機構解を推定

 平成25年度に検測された502イベント（2010
年12月19日～2013年9月25日）の発震機構
解をP波初動に基づき推定

 390地震に対する発震機構解を推定（信頼
度の低いものを除く）
内訳（A；156個，B；169個，C65個）
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MeSO‐net初動を用いた発震機構解の推定



東北沖地震前 東北沖地震後
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MeSO‐net初動解と

気象庁初動メカニズム
解の比較

• MeSO検測値に基づき，2008年4
月1日以降2013年9月5日までに
発生した2,457地震に対する発震
機構解を推定．

• 気象庁による初動メカニズム解と
対比可能（発震時刻差30秒，緯
度経度差0.1°，深さ差30 km，マ
グニチュード差1.0）な467組の地
震について比較．

（上段）
MeSO‐netによる初動メカニズム解

（下段）

気象庁による初動メカニズム解．

6 前年度に引き続き、課題（1）aと連携して中小地震の震源・発震機構解の決定を行う。

両者の相違を表すKagan角

小 相違 大

MeSO‐net初動解と気象庁初動解との比較

MeSO‐net初動解

気象庁初動解



計器観測時代初期（1885‐1923）に発生した地震の
震源・発震機構解の推定

 “Template waveforms”

 “Template S‐P times”

 “Template initial‐motion polarities”

 “Template seismic intensity distribution”

平成25年度に収集したS‐P時間，初動，発
震機構解，震度データ

近年の地震の発震機構解に対する1921年茨城
県南部の地震の初動の整合性

1921年茨城県南部の地震で報告された初動
（射出角と方位角を左上の地震の震源位置（星印）で計算）

最近の地震のメカニズム解

ミスフィット率
72％ (8/11)

ミスフィット率
45％ (5/11)

1921年の地震に対して観測された初動は，茨城県南

部で活発なプレート間地震に対する典型的なメカニズ
ム解を説明することができない



歴史資料の収集，デジタルデータ化に基づく古地震の調査研究

史料のデジタルデータ化（XML化）
ならびにデータベース化

被害分布に基づく震源像の解明

歴史資料の収集・整理

都司（2010）
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 歴史地震に関する既刊・未刊の文献史料
について,史料学的検討を加えて提供

 史料名や発生時,キーワード等による検索
機能付データベースの作成

 信頼性の高い史料を選定（例: 明らかに明
治期以後に作成されたものは不採用）
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史料のデジタルデータ化（XML化）・データベース化

歴史資料（武者・新収・拾遺）

デジタルデータ化（XML化）・校正作業（正しく入力されているか確認）

データベース化

対象範囲外の
史料

編纂物の
ため削除

XML化準備作業
 検索できるようにタグ指定

 明治期以降の編纂物等，信
頼性の低い史料を除外

校訂作業

 史料の信頼性を確認する．
できる限り，原典にあたる．

 史料の信頼度のランク付け

 裏付け作業



過去に南関東で発生した歴史地震に関する
古地震記録の収集・デジタルデータ化

平成24年度

平成25年度

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト

デジタルデータ化（XML化）・校正作業
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H24年度

過去に南関東で発生した歴史地震に関する
古地震記録の収集・デジタルデータ化

平成24年度

平成25年度

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト

デジタルデータ化（XML化）・校正作業
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H25年度

校訂作業



過去に南関東で発生した歴史地震に関する
古地震記録の収集・デジタルデータ化

平成24年度

平成25年度

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト
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H26年度

校訂作業

校訂作業

校訂作業の例

14

• 原本や翻刻された刊本を参照して、省略されている箇所を補う。

• どの文献をみて校訂したか文献名を記入する。

• 史料の信頼度をつける。

青色は東京大学史料編纂所に写本や写真帳がある史料
原本の所蔵先がわかるものは記載した



1855年安政江戸地震

中村ほか（2011，歴史地震）

地震の概要

• 安政二年十月二日（1855年11月11
日）の夜四ツ時（午後9～11時）に発生
した地震．

• 地震による被害は江戸市中に集中し
ており，本所や深川など低地での被
害が大きく，本郷や駒込など台地での
被害は比較的軽微であった．

• 直後に火災が発生して翌日の午前ま
で延焼し続け，死者は7,000人以上で
あった．

• 江戸を中心に被害が明らかになって
いるが，千葉県域では被害の有無が
明らかになっていない

流失家屋数は都司(2003，歴史地震)

砂の流入・津波の流入は『楽只堂年録』等の史
料から読み取り現在の行政区画に示した

元禄関東地震の概要
元禄十六年十一月二十三日
(1703年12月31日)に発生

宇佐美ほか(2013)によると
Ｍ7.9～8.2と推定されている
関東地方の南部を中心に死者10,000
人以上，倒壊・流出家屋が28,000棟以
上の被害があった。

大正関東地震(1923)の1つ前の関東地
震と考えられている。
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元禄関東地震
津波による流失家屋数と農地への砂の流入地域

• 史料より津波の浸水域を検討した

• 従来の「津波入り」の記述よりも広い範囲で津
波が到達していたことがわかった

• 九十九里地域では津波により砂が内陸部へも
浸入し農作物ができなくなったことがわかる．



検討会の開催
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業務の円滑な遂行ならびに他課題との連携のため検討会を開催

平成26年度第1回（通算第6回）
2014年5月23日（金）

平成26年度第2回は12月に予定．

 業務の円滑な遂行ならびに他課題との連携のため、検討会を開催する。


